
17

　食料自給率やその目標について

は、数値のみに目がいきがちとな

り、背景にある消費のあり方や生

産活動は軽視されてしまう傾向に

あります。

　目標実現のためには、食料消費

及び農業生産の道筋に沿って消費

者、生産者や食品産業の事業者も

加わって、関係者が一体となり取

り組んでいくことが求められてい

ます。

国・地方自治体など

①食料や農業のＰＲの推進

②関係者や関係団体の支援

③輸入の安定・多元化、備蓄の確

　保、不測時に備えた体制の整備

などが考えられます。

生産者・農業団体

①農地の有効活用や生産効率を高

　め生産コストの低減

②安全性、新鮮さ、美味しさなど

　の点で消費者のニーズにあった

　ものの生産

③食品関連事業者のニーズに対応、

　連携強化

などが考えられます。

食品産業

①消費者が求める原材料や製造過程の信頼性の確保

②農業との連携を通じた流通の合理化、国産農産物

　市場の開発

③表示の適正化

などが考えられます。

地域の人たち

①食育の推進（食事バランスガイドの推進）

②学校給食への導入

③都市と農村の交流の促進

④食育、食料自給率などの勉強会の実施

などが考えられます。
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いまが「旬」の食べ物を選ぼう

　「旬」の農産物は、もっとも適

した時期に無理なく作られるので、

余分な手間や燃料などを必要とし

ません。味も良く、栄養も豊富で、

体にも環境にも優しいと言えます。

（「旬」をはずれた農産物を、日

本とは季節や気候の違う外国から

輸入している場合も多く、食料輸

入の一因となっています。）

食生活を見直そう

　食料自給率を高めるためには、

突発的なものでは、意味がありま

せん。継続することこそ重要なの

です。

　そのなかで、食生活の見直しは、

ご家庭の皆さんのご協力が不可欠

です。

　　朝おにぎりのすすめ

　意外に思うかもしれませんが、主食である「ご

はん」に比べ、主菜といわれるおかずの量が多く、

食事のバランスが悪い人が多いって知っていまし

たか？

　意外に多いそんな人には、１日の食事バランス

を保つためにも、朝ごはんにおにぎりをおすすめ

です！

　おにぎりの良いところは、なんといっても朝の

時間が少な〜いって人でも簡単に食べられること

です。家で食べられなくても、学校や会社に行く

途中に買って、遅くても学校や会社の始まる９時

までに食べるだけで、充実した１日を過ごせるよ

うになりますよ。

地元でとれる食材を日々の食事に活かそう（地産地消※）

　私たちが住んでいる土地には、その風土や環境に適した農

産物が育ちます。さらに、身近でとれた農産物は新鮮です。

一人ひとりが地元でとれた食材を選ぶことで、地域の農業を

応援することができます。（地元農業の応援は、国産農産物

の応援にもつながります。）

食べ残しを減らしましょう

　近年、食料の食べ残しが非常に多くなっています。食料を

大量に輸入して大量に捨てることは問題であり、環境面から

みても配慮が必要です。（食料の無駄を減らし、消費を押さ

えることは、食料の輸入量を少なくすることにつながりま

す。）

ごはんを中心に肉や油は、控えめ
に、野菜をたくさん使った食事を
心がけよう

　肉類や油のとりすぎは様々な生

活習慣病を引き起こす原因にもな

っています。ごはんを中心に、野

菜をたくさん使いバランスの良い

「日本型食生活」に近づけること

が大切です。
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